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2021年 3月 6日
ねん がつ むいか

四旬節第 3主日（性虐待被害者のための祈りと償いの主日）
し じゅんせつだい しゅじつ せいぎゃくたい ひ がいしゃ いの つぐな しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

いのちは神の賜物であると、わたしたちは信じています。神から与えられたいのちの尊厳
かみ たまもの しん かみ あた そんげん

を守ることは、わたしたちの務めです。残念ながらその務めの模範たるべき聖職者が、
まも つと ざんねん つと も はん せいしょくしゃ

とりわけ性虐待という、いのちの尊厳を 辱 め蹂躙する行為におよんだ事例が、世界
せいぎゃくたい そんげん はずかし じゅうりん こう い じ れい せ かい

各地で、過去⻑年にさかのぼって報告されています。
かく ち か こ ながねん ほうこく

またわたしたち司教をはじめとした教会の責任者が、事実を隠蔽した事例も、各地で明
し きょう きょうかい せきにんしゃ じ じつ いんぺい じ れい かく ち あき

らかになっています。日本の教会も例外ではありません。
に ほん きょうかい れいがい

被害者が未成年や子どもであった場合、その事実を 公 にできるまでには、深い苦しみ
ひ がいしゃ み せいねん ば あい じ じつ おおやけ ふか くる

と大きな葛藤があり、充分な時間が必要です。何 十年も経ってから、その事実を 公
おお かっとう じゅうぶん じ かん ひつよう なんじゅうねん た じ じつ おおやけ

にされた方も少なくありません。そのような深い苦しみと大きな葛藤を⻑年にわたって強
ほう すく ふか くる おお かっとう ながねん し

いたにもかかわらず、教会の対応が全く十分とは言えないことを含め、被害を受けら
きょうかい たいおう まった じゅうぶん い ふく ひ がい う

れた多くの皆様に、心からお詫びいたします。
おお みなさま こころ わ

教皇フランシスコは、教会全体がこの問題を直視し、その罪を認め、ゆるしを願い、
きょうこう きょうかいぜんたい もんだい ちょく し つみ みと ねが

また被害にあった方々の尊厳の回復のために尽くすよう求め、特別な祈りの日を設ける
ひ がい かたがた そんげん かいふく つ もと とくべつ いの ひ もう

ようにと指示されました。日本では、「性虐待被害者のための祈りと償いの日」を、四
し じ に ほん せいぎゃくたい ひ がいしゃ いの つぐな ひ し

旬節・第二金曜日と定めました。今年は、去る 3月 5日です。東京 教区では、今日の主日
じゅんせつ だい に きんよう び さだ こ とし さ がつ いつか とうきょうきょう く き ょ う しゅじつ

にも祈りをささげています。
いの

出エジプト記はモーセに与えられた神の十戒を記していましたが、教皇ヨハネ・パウロ
いで き あた かみ じっかい しる きょうこう

二世の回勅「いのちの福音」にはこう記されています。
に せい かいちょく ふくいん しる

「『殺してはならない』というおきては断固とした否定の形式をとります。これは決して越
ころ だん こ ひ てい けいしき けっ こ

えることのできない極限を示します。しかし、このおきては暗黙のうちに、いのちに対
きょくげん しめ あんもく たい

して絶対的な敬意を払うべき積極的な態度を助⻑します。いのちを守り育てる方向へ、
ぜったいてき けい い はら せっきょくてき たい ど じょちょう まも そだ ほうこう

また、与え、受け、奉仕する愛の道に沿って前進する方向へと導くのです。（54）」
あた う ほう し あい みち そ ぜんしん ほうこう みちび
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今回の感染症に直面する中で、教会が選択した 公 の活動の停止という行動は、後ろ向
こんかい かんせんしょう ちょくめん なか きょうかい せんたく おおやけ かつどう てい し こうどう うし む

きな逃げるための選択ではなく、いのちを守るための積極的な選択でした。それはカテ
に せんたく まも せっきょくてき せんたく

キズムにも記されているとおり、まさしく「殺してはならない」という掟が、他者をい
しる ころ おきて た しゃ

のちの危機にさらすことも禁じているからであり、それはすなわち、「隣人を自分のよう
き き きん りんじん じ ぶん

に愛せよ」という掟を守るためでもあります。
あい おきて まも

人間の尊厳をないがしろにしたり、隣人愛に基づかない行動をとることは、神の掟に反
にんげん そんげん りんじんあい もと こうどう かみ おきて はん

することでもあります。いのちを賜物として大切にしなければならないと説くわたした
たまもの たいせつ と

ちは、その尊厳を、いのちの始めから終わりまで守り抜き、尊重し、育んでいく道を歩
そんげん はじ お まも ぬ そんちょう はぐく みち あゆ

みたいと思います。
おも

教皇フランシスコは、今年の四旬節メッセージにこう記しています。
きょうこう こ とし し じゅんせつ しる

「愛は、他の人がよい方向に向かうのを見て、喜びます。だれかが孤独、病気、住む場所
あい ひと ほうこう む み よろこ こ どく びょう き す ば しょ

のない状態、侮辱、貧困などによって苦悩していれば、愛も苦しむからです。愛は心
じょうたい ぶ じょく ひんこん く のう あい くる あい こころ

の躍動であり、それがわたしたちを自らの外へと出向かせ、分かち合いと交わりのきず
やくどう みずか ほか で む わ あ まじ

なを築くのです」
きず

イエスは神殿が、その本来の目的と異なるあり方をしていることに怒りを表されました。
しんでん ほんらい もくてき こと かた いか あらわ

神が与えてくださったいのちが、神が望まれる生き方をすることが出来るように、その
かみ あた かみ のぞ い かた で き

尊厳が守られるように、愛に満ちあふれた存在であるように、努めていきたいと思いま
そんげん まも あい み そんざい つと おも

す。


